
https://www.youtube.com/user/koganeishigikai
市議会の本会議・委員会等の様子をYouTubeで配信しています。

本
３
件
の
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計

予
算
を
合
計
で
23
億
９
千
127
万
４
千
円

増
額
し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総

額
を
541
億
８
千
265
万
４
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

第
８
回
は
11
月
30
日
の
本
会
議
、
第

９
回
は
12
月
７
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

予
算
特
別
委
員
会
（
小
林
正
樹
委
員

長
）
に
付
託
し
ま
し
た
。

12
月
21
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

第
８
回
は
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
９
回
は

起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
第
10
回
は
、
12
月
21
日
の

本
会
議
に
お
い
て
、
委
員
会
付
託
を
省

略
し
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
学
校
施
設
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費

（
２
千
503
万
４
千
円
）【
第
８
回
】

今
年
度
に
実
施
し
た
市
立
小
中
学
校

の
遊
具
点
検
の
結
果
、
安
全
規
準
及
び

劣
化
の
状
況
か
ら
修
繕
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
遊
具
の
修
繕
の
ほ
か
、
緑
小
学

校
に
お
い
て
、
学
級
数
の
増
加
に
よ
り

普
通
教
室
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
特
別
教
室
等
を
普
通
教
室
と
し

て
活
用
す
る
た
め
に
修
繕
す
る
も
の
で

す
。

▼
学
校
部
活
動
の
地
域
連
携
に
要
す
る

経
費
（
18
万
６
千
円
）【
第
８
回
】

市
立
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
の
地

域
連
携
に
当
た
り
、
必
要
な
事
項
を
検

討
す
る
た
め
、
公
募
委
員
５
人
を
含
む

計
16
人
の
委
員
構
成
で
検
討
委
員
会
を

設
置
す
る
も
の
で
す
。

▼
新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建

設
実
施
設
計
委
託
料
の
債
務
負
担
行
為

の
限
度
額
の
変
更
【
第
９
回
】

新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建

設
の
実
施
設
計
に
つ
い
て
、
現
設
計
の

検
証
結
果
や
市
民
説
明
会
で
の
意
見
を

踏
ま
え
、
今
後
の
実
施
設
計
の
中
で
追

加
検
討
を
行
う
た
め
、
本
委
託
料
の
債

務
負
担
行
為
の
限
度
額
を
３
千
178
万
５

千
円
か
ら
５
千
248
万
７
千
円
に
変
更
す

る
も
の
で
す
。

▼
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
給
付
に

要
す
る
経
費
（
10
億
２
千
451
万
８
千

円
）【
第
10
回
】

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高

騰
に
よ
る
負
担
増
に
よ
り
、
特
に
家
計

へ
の
影
響
が
大
き
い
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
に
対
し
、
１
世
帯
当
た
り
７
万
円

を
追
加
給
付
等
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

本
事
業
は
年
度
内
に
完
了
し
な
い
見
込

み
で
あ
る
た
め
来
年
度
に
繰
り
越
す
も

の
で
す
。

▼
商
工
振
興
に
要
す
る
経
費
（
１
億
７

千
152
万
６
千
円
）【
第
10
回
】

原
油
価
格
等
高
騰
に
よ
る
事
業
経
営

へ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市
内
の
中
小

企
業
者
等
に
対
し
、
燃
料
の
購
入
費
用

の
一
部
を
市
が
補
助
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
本
補
助
金
の
補
助
対
象
業
種
を

拡
大
す
る
ほ
か
、
申
請
期
限
の
延
長
及

び
補
助
金
額
上
限
を
１
事
業
者
当
た
り

15
万
円
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

▼
公
共
交
通
施
策
に
要
す
る
経
費
（
890

万
千
円
）【
第
10
回
】

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
、
事
業
維
持
の
た
め
の
経
費
捻

出
に
つ
い
て
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
バ
ス
及
び
タ
ク
シ
ー
の
10

事
業
者
に
対
し
、
１
事
業
者
当
た
り
100

万
円
を
上
限
に
支
援
金
を
交
付
す
る
も

の
で
す
。

�

（
２
面
に
審
議
結
果
を
掲
載
） 

令
和
５
年
第
４
回

　

定
例
会
日
誌

【
11
月
】

30
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・
委

員
会
付
託
、
陳
情
の
採
決
）

【
12
月
】

４
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

５
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

６
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

７
日　

�

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案

の
審
議
・
委
員
会
付
託
、
議

員
提
出
議
案
の
審
議
・
採
決
、

陳
情
の
委
員
会
付
託
）

８
日　

議
会
運
営
委
員
会

11
日　

厚
生
文
教
委
員
会

12
日　

厚
生
文
教
委
員
会

　
　
　

建
設
環
境
委
員
会

13
日　

総
務
企
画
委
員
会

14
日　

予
算
特
別
委
員
会

15
日　

�

庁
舎
等
建
設
及
び
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
調
査
特

別
委
員
会

18
日　

�

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特
別

委
員
会

19
日　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会

　
　
　

�

庁
舎
等
建
設
及
び
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
調
査
特

別
委
員
会

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　

厚
生
文
教
委
員
会

21
日　

�

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案
件

の
採
決
、
議
案
の
審
議
・
委

員
会
付
託
・
採
決
、
議
員
提

出
議
案
の
審
議
・
委
員
会
付

託
・
採
決
）

平
日
に
傍
聴
へ
来
ら
れ
な
い
方
に

も
議
会
の
様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
日
曜
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
各
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。日　

時　

２
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

場　

所　

議
場

　
　
　
　
（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）

そ
の
他　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
（
宮
下
誠
議
長
）
は
、
11
月
30
日
に
開
会
し
、
12
月
21

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

第
４
回
定
例
会
の
概
要

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�

（
第
８
回
か
ら
第
10
回
）
を
可
決 

補正予算を可決庁舎等設計の債務負担行為を増額

物
価
高
騰
対
策
の
補
正
予
算

全
会
一
致
で
可
決

日
曜
議
会
を
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各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

沖
浦
あ
つ
し
（
み
ら
い
）

議
会
の
求
め
に
応
じ
て
費
用
と
時

間
を
か
け
検
証
し
、
見
直
し
可
能
な

範
囲
を
絞
っ
た
上
で
、
実
施
設
計
再

開
に
当
た
り
行
わ
れ
た
市
民
説
明
会

で
の
市
民
の
意
見
・
要
望
は
ま
さ
に

多
様
で
あ
っ
た
。
全
て
を
叶
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
総
合
的
観
点
か

ら
反
映
す
べ
き
も
の
か
判
断
し
、
そ

の
結
論
を
出
す
こ
と
は
行
政
の
役
割

で
あ
る
。
一
方
で
、
い
つ
ま
で
経
っ

て
も
決
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
こ
そ
市
民
の
負
託
に
応
え
る
議

会
と
言
え
ず
、
今
任
期
で
決
め
る
こ

と
が
我
々
の
責
任
で
あ
る
。
今
後
は

市
民
利
用
、
各
機
能
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
の
議
論
に
傾
注
で
き
る
こ
と

を
願
い
、
本
補
正
予
算
に
賛
成
す
る
。

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

我
が
会
派
が
推
進
し
た
、
高
齢
者

用
の
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

に
要
す
る
経
費
で
は
、
想
定
以
上
の

接
種
者
に
年
度
末
ま
で
対
応
で
き
る

予
算
で
あ
り
評
価
す
る
。
ま
た
、
都

の
10
割
補
助
を
活
用
し
た
、
小
中
学

校
の
遊
具
の
修
繕
に
つ
い
て
も
、
安

全
対
策
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
学
校

部
活
動
の
地
域
連
携
に
要
す
る
経
費

で
は
、
国
の
方
針
の
中
で
、
教
員
の

働
き
方
改
革
や
、
長
年
の
部
活
動
の

在
り
方
を
改
善
す
る
提
案
と
な
る
よ

う
期
待
す
る
。
一
方
、
生
活
保
護
費

に
係
る
国
庫
及
び
都
負
担
金
１
億
５

千
663
万
６
千
円
の
返
還
金
が
発
生
。

庁
内
で
の
、
よ
り
積
極
的
な
再
発
防

止
策
を
要
望
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
子
ど
も
の
権
利
）

本
補
正
予
算
は
現
設
計
を
前
提
と

し
て
い
る
。
現
設
計
は
、
①
資
材
高

騰
で
事
業
費
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
い

る
中
、
抜
本
的
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が

全
く
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
、
②
市
民

要
望
が
非
常
に
多
い
十
分
な
広
場
空

間
の
確
保
が
で
き
な
い
、
③
庁
舎
に

の
み
免
震
を
採
用
し
、
福
祉
会
館
に

は
採
用
し
な
い
、
④
年
40
日
程
度
し

か
議
会
利
用
が
な
い
議
場
を
市
民
利

用
に
供
す
る
措
置
が
見
送
ら
れ
て
い

る
、
⑤
激
し
い
雨
の
際
、
敷
地
が
浸

水
す
る
な
ど
多
く
の
欠
陥
が
あ
る
。

今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
欠
陥
を

解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
見
直
し

案
」
へ
の
転
換
で
あ
る
。
以
上
の
理

由
に
よ
り
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

庁
舎
等
建
設
の
実
施
設
計
に
つ
い

て
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
見
込
め
な
い

現
設
計
の
ま
ま
進
め
る
内
容
で
問
題

で
あ
る
。
市
民
説
明
会
で
約
６
割
の

参
加
者
が
現
設
計
へ
の
異
論
を
述
べ

た
。
異
な
る
意
見
を
尊
重
し
、
市
民

意
向
調
査
な
ど
を
行
う
べ
き
。
ま
た
、

説
明
会
で
広
場
拡
大
を
検
討
す
る
と

し
な
が
ら
、
広
げ
な
い
予
算
内
容
で
、

市
民
を
裏
切
る
も
の
で
あ
る
。
新
福

祉
会
館
と
の
同
時
竣
工
と
な
り
、
清

掃
関
連
施
設
の
除
却
後
の
建
設
と
、

前
提
条
件
が
変
更
さ
れ
た
。
建
設
費

で
23
億
円
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
70
年
間
で
117
億
円
の
削
減
が
で
き

る
見
直
し
案
を
検
証
し
、
設
計
を
見

直
す
こ
と
が
必
要
で
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

第
３
回
定
例
会
で
の
議
決
に
基
づ

き
再
開
し
た
実
施
設
計
に
よ
っ
て
再

開
方
針
が
決
ま
り
、
そ
れ
に
必
要
な

予
算
を
増
額
す
る
の
が
本
議
案
だ
。

計
６
回
の
市
民
説
明
会
で
出
た
意

見
の
う
ち
、
構
造
計
算
に
影
響
せ
ず
、

可
能
な
も
の
は
反
映
し
て
い
る
。
要

望
が
多
か
っ
た
広
場
の
拡
大
に
つ
い

て
も
複
数
の
案
を
追
加
検
討
し
、
複

合
施
設
と
し
て
の
機
能
上
必
要
な
駐

車
台
数
や
安
全
対
策
等
を
総
合
的
に

判
断
し
た
結
果
と
評
価
す
る
。
物
価

高
騰
等
の
影
響
は
懸
念
さ
れ
る
が
、

市
民
参
加
と
議
会
の
議
決
と
い
う
民

主
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
進
め
て
き

た
設
計
で
あ
り
、
決
定
し
た
方
針
に

沿
っ
て
前
に
進
む
べ
き
だ
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

河
野
麻
美
（
自
民
党
・
信
頼
）

保
育
士
数
が
全
国
的
に
不
足
し
て

い
る
今
、
急
激
な
配
置
基
準
の
変
更

を
行
う
と
全
て
の
施
設
に
お
い
て
基

準
に
見
合
う
だ
け
の
保
育
士
の
確
保

が
必
要
と
な
り
、
困
難
な
場
合
は
施

設
規
模
を
縮
小
す
る
等
現
場
に
混
乱

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
ず
各

施
設
に
お
い
て
人
材
を
十
分
に
確
保

で
き
る
よ
う
保
育
士
の
処
遇
改
善
に

取
り
組
む
と
共
に
潜
在
保
育
士
の
復

職
も
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

保
育
予
算
に
つ
い
て
令
和
６
年
度
概

算
要
求
に
お
い
て
、
前
年
度
比
３
千

億
円
程
度
増
額
し
保
育
関
連
施
策
の

充
実
に
向
け
、
政
府
与
党
と
し
て
取

り
組
ん
で
行
く
こ
と
か
ら
も
本
意
見

書
を
国
に
求
め
る
必
要
性
は
乏
し
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

斎
藤
康
夫
（
参
政
党
）

「
神
宮
外
苑
ま
ち
づ
く
り
」
は
緑

地
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
し
、

歴
史
と
文
化
の
復
元
、
継
承
を
図
る

も
の
で
あ
る
。
743
本
の
街
路
樹
を
伐

採
す
る
が
、
植
樹
に
よ
り
93
本
増
や

し
、
緑
地
は
25
％
か
ら
30
％
に
増
大

さ
れ
る
。
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
21

％
か
ら
44
％
に
拡
大
さ
れ
る
。ま
た
、

戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
接
収
、
返
還
さ

れ
た
軟
式
野
球
グ
ラ
ン
ド
は
戦
前
に

は
聖
徳
記
念
絵
画
館
の
前
庭
で
あ
っ

た
。
高
名
な
設
計
者
に
よ
り
大
正
時

代
に
建
設
さ
れ
た
、
遠
近
法
に
よ
り

い
ち
ょ
う
並
木
の
先
に
絵
画
館
が
美

し
く
見
え
る
よ
う
、
幅
80
m
の
芝
生

庭
園
を
復
元
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
こ
の
意
見
書
に
は
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
と
国
際
保
健

規
則
は
ま
だ
策
定
途
上
だ
が
、
国
家

主
権
の
尊
重
、
内
政
不
干
渉
、
国
際

連
携
促
進
の
原
則
の
も
と
、
将
来
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
際
し
て
、
低
所
得

国
が
当
該
感
染
症
の
治
療
薬
、
ワ
ク

チ
ン
等
の
衡
平
な
供
給
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
移
転
、

生
産
能
力
の
強
化
、
病
原
体
の
情
報

へ
の
ア
ク
セ
ス
と
利
益
配
分
に
係
る

ル
ー
ル
を
定
め
る
方
向
で
交
渉
が
進

め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
情
報
の
周
知
は
大
切
だ
が
、

本
文
中
に
あ
る
よ
う
な
「
基
本
的
人

権
や
国
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
は
考

え
ら
れ
な
い
た
め
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

高
木
章
成
（
子
ど
も
の
権
利
）

現
在
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
に
お

い
て
は
、
激
し
い
戦
闘
に
よ
り
、
多

く
の
人
命
が
失
わ
れ
て
い
る
。
10
月

７
日
の
ハ
マ
ス
に
よ
る
無
差
別
攻
撃

に
よ
る
民
間
人
へ
の
無
差
別
な
殺
傷

も
国
際
法
違
反
で
あ
り
許
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
１
９
９
３
年
の
オ
ス

ロ
合
意
に
基
づ
き
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自

治
政
府
に
よ
り
厳
格
な
対
応
を
求
め

る
。
日
本
は
憲
法
前
文
と
第
９
条
に

よ
り
平
和
主
義
を
掲
げ
て
い
る
。
こ

の
理
念
は
全
世
界
に
広
げ
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
政
府
に
も
積
極

的
な
働
き
か
け
を
求
め
、
本
意
見
書

に
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

森
戸
よ
う
子
（
日
本
共
産
党
）

国
が
「
75
年
ぶ
り
の
配
置
基
準
改

善
」
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
そ

の
中
身
は
「
児
童
福
祉
施
設
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
に
定
め

る
い
わ
ゆ
る
「
最
低
基
準
」
と
し
て

の
「
保
育
士
配
置
基
準
の
改
善
」
で

は
な
い
。
国
民
に
期
待
を
持
た
せ
な

が
ら
、
期
待
は
ず
れ
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
家
庭
や
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
が
変
化
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
75
年
間
も
配
置
基
準
の
見
直

し
が
行
わ
れ
ず
、
国
際
的
な
基
準
か

ら
見
て
も
遅
れ
て
い
る
状
況
は
看
過

で
き
な
い
。
配
置
予
算
と
合
わ
せ
て

保
育
予
算
の
増
額
を
求
め
る
声
が
保

育
所
か
ら
上
が
っ
て
お
り
、
国
へ
求

め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果
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議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　予：予算特別委員会

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　　子：子どもの権利を守る会　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　
参：参政党小金井　　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　緑：緑・つながる小金井　　　街：街の仲間たち

賛　否　が　分　か　れ　た　も　の

令和 ５年度小金井市一般会計補正予算（第 ９回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決

小金井市都市計画税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 総 原案可決

小金井市都市計画税条例の一部を改正する条例に対する修正案（議員提案） × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 × × × × × 即 否　決

全　会　一　致　と　な　っ　た　も　の

東京都市公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び東京都市公平委員会共同設置規約の変更について 総 原案可決

小金井市国民健康保険税条例の一部を改正する条例、小金井市立学校部活動の地域連携に関する検討委員会設置条例、小金井市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例、小金井市こども家庭センター条例 厚 原案可決

小金井市立清里山荘の指定管理者の指定について 厚 可　決

小金井市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 建 原案可決

令和 ５年度小金井市一般会計補正予算（第 ８回）、令和 ５年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第 ２回） 予 原案可決

令和 ５年度小金井市一般会計補正予算（第１０回）、令和 ５年度小金井市下水道事業会計補正予算（第 １回） 即 原案可決

審
議
し
た
主
な
議
案

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
回
）

保
育
士
配
置
の
最
低
基
準
の

引
上
げ
と
保
育
予
算
の
大
幅
な

増
額
を
求
め
る
意
見
書

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
9
回
）

神
宮
外
苑
再
開
発
を
止
め
、

自
然
と
歴
史
・
文
化
を
守
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
締
結
及
び

国
際
保
健
規
則
改
正
に
係
る

情
報
開
示
を
求
め
る
意
見
書

ガ
ザ
攻
撃
の
中
止
と
即
時

停
戦
に
向
け
た
行
動
を

と
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

国
に
対
し
「
保
育
士
配
置
基
準
の

最
低
基
準
の
引
き
上
げ
と
保
育

予
算
の
大
幅
な
増
額
を
求
め
る

意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書
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次の定例会中の委員会で審査する請願・陳情の提出期限は、2月21日（水）午後5時までです。

パレスチナ・ガザ及びイスラエル
における平和の早期実現を求める
決議

過去、議会は「世界連邦平和都市宣言」など、市は中東和平プロジ
ェクトを行った。人道危機が更に悪化しないよう、国際法に基づ
く事態の早期鎮静化と人道状況の改善を図ること、戦闘の即時停
止と終結が必要である。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

保育士配置の最低基準の引上げと
保育予算の大幅な増額を求める意
見書

世界的に見ても低い基準は厳しい労働条件や子どもの死亡事故や
事件の遠因である。公的支出のGDP比が低い国ほど出生率が低
く、劣悪な保育士配置の最低基準を引き上げるためにも保育予算
の大幅な増額が必要である。

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○ ○ ○ ○ × 原案可決

こども関連業務従事者の性犯罪歴
等確認の仕組み（日本版DBS）の
充実を求める意見書

日本版DBS導入により子どもへの性犯罪防止に実効性を持たせる
ため、対象施設の拡大と、条例違反を対象に含めることを求める。
また、幼少期からの包括的性教育、被害者支援と加害者への再発防
止策の充実を求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

神宮外苑再開発を止め、自然と歴
史・文化を守ることを求める意見
書

明治神宮外苑の再開発は約3,000本の樹木が伐採される。風致地区
である近隣景観へ影響や100年の歴史がある樹木の伐採に懸念す
る。同地区再開発を止め自然と歴史・文化を守ることを強く求め
る。

× × × × ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○ × ○ ○ × 原案可決

生活保護制度の改善と貧困ビジネ
スの規制を求める意見書

生活保護法を生活保障法へ転換する、新たな貧困ビジネスの実態
調査と規制、福祉事務所への居宅保護の原則の徹底、無料低額宿泊
所の実態調査、扶養照会の廃止、福祉事務所のケースワーカーの実
態調査と対策を求める。

× × × × △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○ × ○ ○ × 原案可決

パンデミック条約締結及び国際保
健規則改正に係る情報開示を求め
る意見書

WHOはパンデミック条約の提案を令和 ６年 ５ 月に予定している。
その内容は国家主権の侵害、基本的人権侵害の懸念が含まれてい
る。よって、その内容の国民への周知と意見聴取の手続を早期に
開始することを求める。

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

認知症との共生社会の実現を求め
る意見書

認知症の高齢者は202５年には約700万人になる想定である。認知症
の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らせるよう認知症基本法
が成立した。国民の誰もが個性と能力を発揮し支え合える共生社
会の実現を求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

医療・介護・障害福祉分野におけ
る処遇改善等を求める意見書

介護事業所や障害福祉事業所では、人材確保・定着が難しく、運営
に支障を来す事態が深刻である。国の調査では、介護職員の平均
賃金は全産業の平均と ８ 万円以上の格差がある。迅速な制度改正
と生活の保障を求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

食品ロス削減への国民運動の更な
る推進を求める意見書

日本の2021年度の食品ロスは５23万トン（事業系279万トン、家庭系
244万トン）で、世界では ８億人が飢餓に直面し国連は年間4８0万ト
ンを支援している。食品ロス削減推進法を基に国民運動の推進を
求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

政治資金規正法に関するパーティ
ー券疑惑の全容解明と企業団体献
金の禁止を求める意見書

自民党の各派閥のパーティー券を巡る「裏金」疑惑が問題となり東
京地検特捜部が捜査を行っている。①自民党における疑惑の全容
を解明すること。②パーティー券の購入を含めて企業・団体献金
を禁止することを求める。

△ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ 議 ○ ○ ○ ○ × 原案可決

旧統一協会の被害者救済のため、
財産の包括的保全の法整備を求め
る意見書

旧統一協会の被害者は、解散請求を受け、同協会の財産が韓国の教
団に流れる恐れがあるため、財産保全の特別立法を求めていたが、
否決された。被害者の救済が確実に行われるように包括的な財産
保全法の制定を求める。

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○ ○ ○ ○ × 原案可決

米軍横田基地所属CV22オスプレ
イの鹿児島屋久島沖墜落事故に関
する意見書

オスプレイは構造的な欠陥が指摘され、根本的な原因は未解明で
ある。国に対し、事故原因の公表や実効性のある安全対策と再発
防止策が講じられるまで、オスプレイの飛行や自衛隊への配備計
画を中止することを求める。

× × × × ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○ × ○ ○ × 原案可決

ガザ攻撃の中止と即時停戦に向け
た行動をとることを求める意見書

ガザの深刻な人道的危機を打開するために、政府に対し、イスラエ
ルとハマスの双方に攻撃の即時中止を求めることや、人道的停戦
を求めた12月の国連総会決議に基づく外交努力をすることを求め
る。

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○ × ○ ○ × 原案可決

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
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く件　　名 要　　旨（提案議員が作成）

意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

国に対し「保育士配置基準の最低基準の引き上げと保育予算の大幅な増額を求める意見書」の提
出を求める陳情書

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○ ○ ○ ○ × 厚 採　択

物価高騰等による燃料費補助支援の拡充を求める陳情書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 総 採　択

「東小金井駅北口まちづくり事業用地整備計画」の具体化を求める陳情書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 庁 趣旨採択

地方税法343条（固定資産税の納税義務者）を改正する市議会の意見書を求める陳情書 × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 × × × × × 総 不採択

情報公開請求の決定期間延長の理由において「業務繁忙」を部局判断で行わないことを求める陳
情書 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × 議 × △ × × × 総 不採択

市民から預かった文書類を軽易と判断する慣例もしくは風潮を改めることを求める陳情書 × × × × × × × × × △ ○ ○ △ △ △ × × 議 × × × × × 総 不採択

小金井市文書管理規程第 9条の「軽易」についての定義を明確にし、全庁的に統一した運用をす
ることを求める陳情書 × × × × × × × × × △ ○ ○ △ △ △ × × 議 × × × × × 総 不採択

小金井市議会に対し国会は国民年金法24条を改正するよう求める意見書を提出することを求める
陳情書 × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 × × × × × 厚 不採択

議会における答弁は部長や理事者らがより積極的に行うことを求める陳情書 × × × × × × × × × × × × △ △ △ × × 議 × × × × × 建 不採択

「小金井市職員の応援体制に関する要綱」の機動的発出ならびに市長は要綱が適正に行われるよう
配慮することを求める陳情書 × × × × × × × × × ○ ○ ○ △ △ △ × × 議 × × × × × 総 不採択

小金井市文書管理規程第 9条の遵守を求める陳情書 × × × × × × × × × △ ○ ○ △ △ △ × × 議 × × × × × 総 不採択

規定になく、またその存在をみつけることができない物についてその存在を許容するようなこと
のないよう求める陳情書

× × × × × × × × × △ ○ ○ △ △ △ × × 議 × × × × × 総 不採択

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果
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請願・陳情の審議結果
付託先略称　総：総務企画委員会  厚：厚生文教委員会  建：建設環境委員会  
　　　　　　庁：庁舎等建設及び公共施設マネジメント推進調査特別委員会

※紙面の都合により、陳情の要旨の掲載は省略しています。
【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　　子：子どもの権利を守る会　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　

参：参政党小金井　　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　緑：緑・つながる小金井　　　街：街の仲間たち

市 議 会 だ よ り― 3 ― 令和 6年（2024年）2月22日発行（286号）



?!
会
派
の
略
称

（4面～6面） 12月 4日、5日、6日、7日

一 般 質 問
※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。
　二次元コードをスマートフォン等で読み取ると、YouTubeでご
覧いただくことができます。なお、休憩を挟んだ議員は2つ（上：前半、
下：後半）掲載しています。

http://www.city.koganei.tokyo.dbsr.jp/
会議録が早くご覧になれるよう、未定稿（校正中）を公開しています。

（自民党・信頼）　自由民主党・信頼の小金井
（み ら い）　みらいのこがねい
（子どもの権利）　子どもの権利を守る会
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団
（公 明 党）　小金井市議会公明党

（こ が お も）　小金井をおもしろくする会
（参 政 党）　参政党小金井
（生活者ネット）　生活者ネットワーク
（緑・つながる）　緑・つながる小金井
（街の仲間たち）　街の仲間たち

村
山
ひ
で
き

（
み
ら
い
）

ア
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

付
率
80
％
を
実
現
さ
せ
る
取
組

は
。
証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
手
数
料
を
期
間
限
定
で
10
円

に
下
げ
る
こ
と
も
検
討
を
。
イ

押
印
省
略
の
経
過
は
。
ウ
12
月

か
ら
始
ま
っ
た
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
は
友
だ
ち
登
録
者
を
い
か
に

増
や
し
て
い
く
の
か
が
重
要
。

こ
れ
ま
で
市
が
提
供
し
て
き
た

オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
発
信
サ
ー
ビ

ス
登
録
者
全
員
に
宣
伝
し
な
い

か
。
情
報
発
信
だ
け
で
な
く
各

種
手
続
の
申
請
、
相
談
業
務
、

地
域
経
済
の
活
性
化
策
、
市
民

意
向
調
査
等
に
活
用
す
る
可
能

性
が
あ
る
。

部
長　

ア
カ
ー
ド
交
付
専
用

窓
口
の
設
置
、
日
曜
窓
口
で
の

五
十
嵐
京
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
平
成
21
年
９
月
に
市
民
協

働
支
援
セ
ン
タ
ー
準
備
室
が
発

足
し
て
14
年
に
な
る
。「
準
備
室
」

と
し
て
14
年
は
長
過
ぎ
る
。
ア

14
年
間
の
活
動
の
評
価
は
。
イ

準
備
室
が
あ
る
時
と
な
い
時
の

業
務
内
容
の
違
い
は
。
ウ
現
状

と
新
福
祉
会
館
に
予
定
さ
れ
て

い
る
セ
ン
タ
ー
の
床
面
積
の
違

い
は
。
こ
の
ま
ま
で
は
20
年
近

く
準
備
室
が
続
く
。
業
務
が
不

十
分
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
な
り
、

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上

が
ら
な
い
要
因
に
な
る
可
能
性

も
。「
準
備
室
」
は
取
る
べ
き
。

部
長　

ア
市
民
協
働
や
市
民

活
動
に
つ
い
て
の
相
談
に
年
間

約
150
件
前
後
、
市
民
提
案
型
や

行
政
提
案
型
の
協
働
事
業
の
相

沖
浦
あ
つ
し

（
み
ら
い
）

時
代
の
変
化
や
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
組
織
改

正
は
必
要
と
考
え
る
が
、
平
成

19
年
の
改
正
で
は
丸
２
年
の
検

討
時
間
を
要
し
た
。
ア
当
時
の

予
算
総
額
と
各
課
の
事
務
負
担

は
。
イ
新
庁
舎
建
設
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
決
ま
ら
な
い
と
、
大

規
模
な
組
織
改
正
に
着
手
し
づ

ら
い
理
由
は
、
こ
の
点
か
。
ウ

「
く
ら
し
と
文
化
ス
ポ
ー
ツ
＝

人
の
営
み
や
地
域
振
興
」
が
、

市
民
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め

の
時
代
に
合
っ
た
組
織
改
正
の

重
要
論
点
と
考
え
る
。
ま
た
、

近
隣
４
市
の
よ
う
に
、
ス
ポ
ー

ツ
・
芸
術
文
化
・
産
業
振
興
に
、

町
会
・
自
治
会
活
動
支
援
と
市

民
協
働
推
進
を
加
え
、「
総
合

渡
辺
ふ
き
子

（
公
明
党
）

❶
加
齢
性
難
聴
は
40
歳
代
か

ら
聴
力
の
衰
え
が
始
ま
り
、
75

歳
以
上
で
は
約
半
数
が
難
聴
に

悩
ん
で
い
る
と
い
う
。
豊
島
区

で
は
、
難
聴
者
の
早
期
発
見
と

フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
、
ア
プ

リ
を
使
っ
た
聴
脳
力
チ
ェ
ッ
ク

を
行
っ
て
い
る
。
我
が
市
も
高

齢
者
に
聞
こ
え
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
行
わ
な
い
か
。

部
長　

先
進
市
の
動
向
を
注

視
し
研
究
す
る
。

❷
が
ん
患
者
等
に
治
療
と
社

会
復
帰
へ
の
支
援
を
。
ア
ウ
イ

ッ
グ
や
胸
部
補
正
下
着
等
ア
ピ

ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
早
期
助
成
開

始
を
。
イ
前
立
腺
が
ん
等
に
よ

る
排
尿
障
害
の
方
の
た
め
に
、

市
役
所
の
男
性
ト
イ
レ
に
サ
ニ

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
。

部
長　

ア
早
期
の
実
現
を
目

指
し
検
討
す
る
。
イ
視
察
を
行

い
、
設
置
に
向
け
検
討
中
。

❸
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
男
性

接
種
費
用
へ
の
助
成
に
つ
い
て
、

東
京
都
の
補
助
事
業
の
開
始
に

合
わ
せ
、
助
成
を
行
う
べ
き
。

部
長　

事
業
実
施
時
期
を
含

め
検
討
し
た
い
。

❹
段
差
や
傾
斜
の
多
い
富
士

見
通
り
の
歩
道
の
改
修
や
、
見

晴
ら
し
坂
付
近
の
、
都
道
連
雀

通
り
の
安
全
対
策
を
求
め
る
。

部
長　

富
士
見
通
り
の
課
題

は
認
識
し
て
い
る
が
、
歩
道
は

道
路
法
に
基
づ
き
規
定
さ
れ
て

お
り
改
良
は
難
し
い
。
連
雀
通

り
へ
の
信
号
機
設
置
等
は
、
小

金
井
警
察
に
伝
え
、
更
な
る
安

全
措
置
の
検
討
を
要
望
す
る
。

談
受
付
も
実
施
。
イ
条
例
の
設

置
が
必
要
。
規
約
や
規
程
の
整

備
。
ウ
現
状
は
職
員
２
名
の
机

と
共
有
の
会
議
室
だ
が
、
新
福

祉
会
館
で
は
57
㎡
の
予
定
。
意

見
も
参
考
に
考
え
た
い
。

市
長　

ま
ず
は
ご
意
見
と
し

て
受
け
止
め
た
い
。

❷
ま
な
び
あ
い
出
前
講
座
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
利
用
者
が
減
っ
た
。

イ
メ
ー
ジ
一
新
で
仕
切
り
直
し

を
。
ア
時
代
と
共
に
変
わ
る
新

た
な
課
題
の
追
加
を
。
イ
タ
イ

ト
ル
の
付
け
方
に
工
夫
を
。
ウ

講
座
に
入
っ
て
い
な
い
内
容
で

も
市
民
の
相
談
に
乗
る
姿
勢
を

出
し
て
は
。

部
長　

ア
研
究
し
た
い
。
イ

関
係
各
課
と
協
議
し
た
い
。
ウ

研
究
し
た
い
。
貴
重
な
提
言
と

し
て
受
け
止
め
た
い
。

予
約
交
付
の
実
施
、
公
共
施
設

等
で
の
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
の

実
施
、
広
報
誌
、
Ｈ
Ｐ
及
び
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
の
情
報
提
供
を
実
施

中
。
イ
平
成
６
年
に
本
人
署
名

で
可
能
な
手
続
は
押
印
を
求
め

な
い
よ
う
見
直
し
を
行
っ
て
お

り
継
続
中
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

の
ハ
ー
ド
ル
と
な
る
本
人
署
名

も
可
能
な
も
の
は
見
直
す
こ
と

と
し
令
和
６
年
度
末
を
目
途
に

事
務
手
続
等
を
進
め
て
い
る
。

ウ
周
知
は
も
ち
ろ
ん
特
徴
的
な

サ
ー
ビ
ス
追
加
で
利
用
し
た
い

と
思
え
る
ツ
ー
ル
に
す
る
こ
と

が
重
要
。
担
当
部
署
と
の
調
整

が
必
要
だ
が
市
公
式
Ⅹ
の
登
録

者
数
は
約
８
千
200
人
、
安
全
・

安
心
メ
ー
ル
の
登
録
者
数
は
約

１
万
700
人
と
な
っ
て
お
り
、
有

効
な
手
段
で
あ
る
。

的
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
部

署
」
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

部
長　

ア
約
４
千
万
円
。
相

当
な
残
業
で
対
応
し
た
と
認
識
。

イ
現
庁
舎
の
物
理
的
環
境
の
課

題
も
あ
り
、
新
庁
舎
へ
の
移
転

が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
い
ず
れ

大
き
な
負
担
が
発
生
す
る
移
転

の
時
期
で
組
織
改
正
を
行
う
こ

と
が
最
も
効
率
的
と
判
断
す
る
。

市
長　

ウ
組
織
改
正
は
、
市

長
の
政
策
意
思
の
実
現
と
市
全

体
の
総
合
調
整
の
両
面
か
ら
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
つ
の

案
と
し
て
受
け
止
め
た
い
。
地

域
と
の
協
働
推
進
は
、
私
の
政

策
で
目
指
す
大
き
な
柱
の
一
つ
。

頂
い
た
ご
意
見
も
参
考
に
庁
舎

移
転
に
向
け
て
順
を
踏
ん
で
組

織
改
正
を
検
討
す
る
。

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

❶
小
金
井
市
の
都
市
農
業
が

将
来
に
わ
た
り
持
続
発
展
す
る

た
め
に
、
市
は
、
援
農
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
確
保
及
び
青
年
経
営

者
の
育
成
に
つ
い
て
積
極
的
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ア
日

野
市
や
国
分
寺
市
を
参
考
に
し

て
、
援
農
希
望
者
や
受
入
農
家

が
増
え
る
取
組
を
。
イ
学
校
な

ど
で
食
育
を
通
じ
、
青
年
経
営

者
が
現
場
で
積
極
的
に
交
流
で

き
る
取
組
を
。

部
長　

ア
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
農
業
関

係
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進

め
て
ま
い
り
た
い
。
イ
実
際
に

農
業
に
携
わ
っ
て
い
る
方
の
お

話
を
聞
く
こ
と
は
、
子
ど
も
た

ち
の
学
び
に
と
っ
て
、
大
変
有

意
義
で
あ
る
。
様
々
な
世
代
と

の
交
流
が
設
定
さ
れ
る
よ
う
、

学
校
の
取
組
に
対
し
、
積
極
的

に
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

❷
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
時
の
市

役
所
の
手
続
の
手
間
を
、
窓
口

Ｄ
Ｘ
に
よ
り
減
ら
す
「
ス
マ
ー

ト
窓
口
」
に
取
り
組
む
自
治
体

が
増
え
て
い
る
。
ア
先
進
市
の

取
組
を
参
考
に
更
な
る
検
討
を
。

イ
市
民
課
窓
口
の
混
雑
状
況
の

お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
を
。

部
長　

ア
市
民
の
利
便
性
向

上
の
た
め
「
待
た
な
い
・
書
か

な
い
・
行
か
な
い
窓
口
」
の
拡

充
に
向
け
、
引
き
続
き
検
討
。

イ
関
係
課
と
連
携
し
検
討
。

■
そ
の
他
、
市
内
の
民
間
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
た
介
護

予
防
の
推
進
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

吹
春
や
す
た
か

（
自
民
党
・
信
頼
）

先
日
、
都
内
繁
華
街
で
３
人

組
の
暴
漢
が
貴
金
属
店
に
押
し

入
り
、
店
員
の
「
刺
股
」
を
使

っ
た
反
撃
で
撃
退
さ
れ
た
こ
と

が
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
で
繰
り
返

し
報
道
さ
れ
た
。「
刺
股
」
は
効

果
的
で
は
あ
る
が
取
り
回
し
が

非
常
に
難
し
い
。
暴
漢
を
「
刺

股
」
で
制
圧
で
き
た
と
し
て
も

警
察
が
到
着
す
る
ま
で
、
そ
の

ま
ま
の
姿
勢
を
４
〜
５
分
か
そ

れ
以
上
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
こ
で
既
存
の
「
刺

股
」
に
装
着
す
る
だ
け
で
不
審

者
を
拘
束
で
き
る
「
瞬
間
的
拘

束
具
」
が
存
在
す
る
。「
刺

股
」
へ
の
取
付
け
と
操
作
も
簡

単
に
で
き
、
帯
状
の
約
１
ｍ
で
、

侵
入
者
や
犯
罪
者
の
身
体
に

鈴
木
成
夫

（
み
ら
い
）

❶
ア
福
祉
避
難
所
の
定
義
、

位
置
付
け
、
イ
受
入
れ
ル
ー
ル
、

ウ
受
入
可
能
人
数
の
積
算
は
ど

う
か
。

部
長　

ア
災
害
発
生
時
に
高

齢
者
、
障
が
い
者
、
妊
産
婦
等

の
要
配
慮
者
を
受
け
入
れ
る
避

難
所
と
位
置
付
け
、
一
般
の
方

は
原
則
対
象
外
と
し
て
い
る
。

イ
運
営
や
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、

災
害
時
の
情
報
保
障
、
心
身
双

方
の
健
康
へ
の
特
段
の
配
慮
、

障
が
い
特
性
に
合
わ
せ
た
支
援

に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ウ
受
入
人
数
は
積
算
し
て
い
な

い
が
、
各
事
業
所
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
に
当
た
り
、
受
入
場
所
や
人

数
等
を
示
す
流
れ
が
あ
り
、
福

祉
避
難
所
設
置
・
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
改
定
の
際
に
調
整
す
る
。

❷
福
祉
避
難
所
設
置
運
営
に

つ
い
て
、
関
係
部
署
が
連
携
し

事
前
協
議
の
場
を
作
ら
な
い
か
。

部
長　

今
後
、
避
難
行
動
要

支
援
者
支
援
事
業
の
共
有
も
含

め
、
地
域
福
祉
課
を
中
心
に
協

議
の
場
を
設
け
て
い
き
た
い
。

市
長　

一
つ
の
部
署
だ
け
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
市
と
し
て

取
り
組
む
課
題
と
思
っ
て
い
る
。

「
刺
股
」
を
押
し
付
け
た
と
き
、

帯
状
部
分
が
パ
ク
ッ
と
包
む
よ

う
に
拘
束
し
制
圧
し
て
し
ま
う

強
力
な
防
犯
道
具
で
あ
る
。
ア

小
中
学
校
に
不
審
者
対
策
と
し

て
防
犯
道
具
は
備
え
ら
れ
て
い

る
か
。
配
備
し
た
防
犯
道
具
の

訓
練
は
行
っ
て
い
る
か
。
イ

「
瞬
間
的
拘
束
具
」
の
学
校
で

の
導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

部
長　

ア
全
市
立
小
中
学
校

に
「
刺
股
」
複
数
本
と
一
部
の

学
校
で
防
犯
用
ネ
ッ
ト
噴
射
装

置
等
を
配
備
し
て
お
り
各
学
校

で
訓
練
し
、
万
一
に
備
え
て
い

る
。
イ
「
瞬
間
的
拘
束
具
」
に

つ
い
て
は
初
め
て
の
提
案
で
あ

り
現
在
各
校
の
「
刺
股
」
に
取

付
け
可
能
か
価
格
を
含
め
て
小

金
井
警
察
等
の
助
言
を
得
な
が

ら
調
整
し
研
究
し
て
い
き
た
い
。

協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
準
備
室

ま
な
び
あ
い
出
前
講
座

D
X
推
進
で
行
政
手
続
の

効
率
化
と
利
便
性
の
向
上
を

都
市
農
業
の
活
性
化
を
／

ス
マ
ー
ト
窓
口
に
つ
い
て

聞
こ
え
の
衰
え（
ヒ
ア
リ
ン
グ

フ
レ
イ
ル
）対
策
を

市
民
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め

市
役
所
の
組
織
改
正
を

み
ん
な
で
考
え
よ
う
、

福
祉
避
難
所
の
こ
と

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め

瞬
間
的
拘
束
具
の
導
入
を

福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
質
問
す
る
鈴

木
議
員
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古
畑
俊
男

（
子
ど
も
の
権
利
）

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
12

号
線
（
緑
中
央
通
り
）
は
、
今

後
整
備
が
進
ん
で
い
く
新
市
庁

舎
と
福
祉
会
館
に
接
道
す
る
。

新
市
庁
舎
と
福
祉
会
館
の
利
便

性
向
上
の
み
な
ら
ず
、
防
災
拠

点
と
し
て
の
重
要
性
か
ら
、
当

路
線
の
整
備
を
図
る
必
要
が
あ

る
。ア

災
害
時
に
お
け
る
市
庁
舎

と
都
市
公
園
等
の
広
域
避
難
場

所
と
直
接
結
ぶ
こ
と
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
。
市
の
見
解
は
い

か
が
か
。

イ
当
路
線
の
整
備
は
、
前
原

町
一
丁
目
、
二
丁
目
地
区
の
交

通
ア
ク
セ
ス
向
上
や
、
緑
町
四

丁
目
北
大
通
り
周
辺
の
交
通
環

境
の
改
善
に
資
す
る
。
市
の
見

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

人
体
へ
の
有
害
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
、

多
摩
地
域
及
び
全
国
で
そ
の
関

心
が
一
層
高
ま
っ
て
い
る
。
国

分
寺
市
を
中
心
と
し
た
周
辺
多

摩
地
域
で
は
、
住
民
の
自
主
的

な
血
液
検
査
な
ど
も
取
り
組
ま

れ
、
し
か
も
血
液
濃
度
の
高
い

結
果
が
出
た
。
そ
の
有
害
性
か

ら
、
不
安
が
払
拭
で
き
ず
、
行

政
に
対
し
て
対
策
を
求
め
る
声

が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
市
と
し
て
独
自
の
対
策
を

行
う
こ
と
及
び
国
や
東
京
都
に

も
市
と
し
て
要
望
し
対
策
を
実

現
し
て
い
く
べ
き
。
ア
報
道
な

ど
で
、
米
軍
横
田
基
地
の
漏
出

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
資

料
の
提
出
や
事
故
の
全
容
な
ど

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

❶
市
公
共
施
設
か
ら
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
に
つ
い
て
、

前
計
画
と
比
較
す
る
と
現
在
の

計
画
の
基
準
年
度
自
体
が
126
％

増
加
し
て
お
り
、
目
標
値
は
137

％
増
で
あ
る
。
削
減
目
標
は
、

14
・
７
％
か
ら
７
％
と
お
よ
そ

半
減
と
、
目
標
設
定
が
下
方
修

正
に
な
っ
て
い
る
。
削
減
の
取

組
強
化
が
求
め
ら
れ
る
今
、
評

価
で
き
な
い
。
説
明
を
。

部
長
　
基
準
年
度
は
直
近
の

年
度
を
基
準
年
度
と
し
て
い
る
。

目
標
値
は
基
準
年
度
に
基
づ
い

た
換
算
と
し
て
い
る
。
削
減
目

標
は
第
二
次
地
球
温
暖
化
対
策

地
域
計
画
を
も
と
に
市
役
所
分

を
按
分
し
た
。

❷
２
０
２
２
年
度
市
公
共
施

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

❶
介
護
認
定
に
つ
い
て
、
介

護
度
４
が
更
新
申
請
で
介
護
度

１
に
な
る
な
ど
、
軽
度
に
判
定

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
ア
現
状
は
ど
う
か
。

イ
市
雇
用
の
認
定
調
査
員
を
増

員
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長
　
ア
軽
度
の
認
定
者
が

多
い
傾
向
に
あ
る
。
イ
委
託
事

業
者
の
協
力
を
得
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

❷
配
食
サ
ー
ビ
ス
が
「
数
か

月
待
ち
」
と
聞
い
て
い
る
。
日

曜
祝
日
・
年
末
年
始
の
配
食
も

求
め
ら
れ
て
い
る
。
ア
現
状
は

ど
う
か
。
イ
事
業
所
を
増
や
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長
　
ア
最
大
５
か
月
待
ち

の
状
況
で
あ
る
。
イ
他
市
の
状

況
を
調
査
し
て
い
る
。

❸
障
が
い
が
あ
る
高
齢
者
へ

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
、

障
が
い
者
担
当
と
の
連
携
が
必

要
で
は
な
い
か
。

部
長
　
障
が
い
の
あ
る
高
齢

者
の
支
援
に
努
め
た
い
。

❹
コ
コ
バ
ス
で
の
介
護
保
険

証
の
提
示
に
つ
い
て
、
本
来
の

目
的
と
使
用
方
法
が
違
う
と
介

護
福
祉
課
は
答
え
た
。
カ
ー
ド

発
行
な
ど
の
対
策
を
求
め
る
。

部
長
　
運
用
に
つ
い
て
意
見

交
換
等
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
緑
小
学
校
の
増
改

築
計
画
の
変
更
で
、
学
童
保
育

ス
ペ
ー
ス
や
職
員
室
、
給
食
室

の
新
設
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

最
大
限
保
護
者
等
の
要
望
に
応

え
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

の
情
報
開
示
な
ど
を
含
め
、
立

入
調
査
を
強
く
求
め
る
べ
き
。

イ
血
液
検
査
、
汚
染
の
調
査
や
、

汚
染
の
除
去
に
つ
い
て
実
現
し

て
い
く
べ
き
。
ウ
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

規
制
に
つ
い
て
、
国
に
対
し
て

早
急
に
検
討
を
終
え
、
強
化
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
く
べ
き
。

部
長
　
ア
国
、
都
の
動
向
を

重
視
し
な
が
ら
近
隣
自
治
体
と

も
連
携
し
て
要
望
を
継
続
し
て

い
く
。
イ
現
時
点
で
は
独
自
の

取
組
の
予
定
は
な
い
。
ウ
専
門

家
が
科
学
的
知
見
を
収
集
し
て

い
る
段
階
で
あ
り
、
見
解
を
述

べ
る
段
階
で
は
な
い
。

■
そ
の
他
、
国
有
地
の
有
効
活

用
と
、
子
ど
も
食
堂
へ
の
補
助

の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

解
は
い
か
が
か
。

ウ
当
路
線
は
、
小
金
井
市
の

中
心
部
と
し
て
芯
の
あ
る
将
来

の
あ
る
べ
き
姿
を
描
く
た
め
に

必
要
な
都
市
基
盤
整
備
と
考
え

る
が
市
長
の
見
解
は
。

部
長
　
ア
防
災
の
拠
点
と
し

て
、
人
・
物
の
円
滑
な
移
動
を

支
え
る
主
要
な
動
線
と
し
て
の

役
割
は
重
要
だ
と
認
識
す
る
。

イ
当
路
線
が
整
備
さ
れ
る
と
し

た
ら
、
円
滑
に
地
域
交
通
が
処

理
さ
れ
、
安
全
で
暮
ら
し
や
す

い
生
活
空
間
の
形
成
が
期
待
で

き
る
。

市
長
　
ウ
当
路
線
は
、
現
道

が
な
い
箇
所
も
多
く
、
整
備
の

実
現
性
等
か
ら
事
業
化
の
判
断

は
容
易
で
は
な
い
。

設
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
う
ち
66
・
７
％
が
電
気
、

都
市
ガ
ス
が
29
・
２
％
だ
っ
た
。

小
中
学
校
は
電
気
の
う
ち
35
・

２
％
、
ガ
ス
の
う
ち
50
・
２
％

を
排
出
し
て
い
る
。
ア
教
室
の

温
度
を
測
定
し
て
い
る
が
、
結

果
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。
イ

健
康
的
で
快
適
な
学
習
環
境
の

維
持
向
上
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

の
向
上
の
た
め
、
学
校
教
室
の

断
熱
改
修
を
行
わ
な
い
か
。
１

つ
の
教
室
に
150
万
円
程
度
の
経

費
を
要
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

部
長
　
ア
３
校
で
は
望
ま
し

い
と
さ
れ
て
い
る
28
度
を
超
え

て
い
る
。
エ
ア
コ
ン
は
入
れ
て

い
る
が
、
換
気
の
方
法
や
タ
イ

ミ
ン
グ
な
ど
に
よ
っ
て
違
う
。

イ
他
自
治
体
の
取
組
を
参
考
に

研
究
し
た
い
。

水
谷
た
か
こ

（
こ
が
お
も
）

❶
ぺ
リ
ネ
イ
タ
ル
ロ
ス
と
は
、

流
産
・
死
産
・
新
生
児
死
亡
・

人
工
妊
娠
中
絶
な
ど
、
お
産
を

取
り
巻
く
赤
ち
ゃ
ん
の
喪
失
を

い
う
。
本
市
で
は
、
妊
娠
12
週

以
降
の
死
産
が
令
和
３
年
度
は

14
人
、
同
４
年
度
は
7
人
の
届

け
が
あ
っ
た
。
厚
生
労
働
省
の

統
計
で
は
、
12
週
未
満
の
流
産

は
約
15
％
で
、
本
市
の
妊
娠
届

数
か
ら
推
計
し
て
１
年
に
100
～

150
人
が
流
産
を
経
験
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
う
つ
の
発
症

率
が
高
い
等
、
本
人
の
健
康
や

周
囲
に
も
大
き
く
関
わ
る
意
外

と
身
近
な
問
題
だ
が
、
オ
ー
プ

ン
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、

情
報
が
乏
し
い
。
女
性
だ
け
で

な
く
、
家
族
や
周
囲
の
人
の
理

解
も
大
切
な
た
め
、
広
く
市
民

の
理
解
が
必
要
だ
が
、
啓
発
等

に
努
め
な
い
か
。

部
長
　
現
状
で
は
僅
か
な
情

報
の
提
供
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

本
人
以
外
に
周
囲
に
対
す
る
啓

発
も
重
要
。
相
談
窓
口
や
支
援

等
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

❷
災
害
時
の
栄
養
や
免
疫
、

必
要
物
資
の
量
等
を
勘
案
す
る

と
、
母
乳
育
児
へ
の
支
援
が
乳

児
全
体
へ
の
支
援
に
な
る
。
防

災
へ
の
意
識
啓
発
等
、
他
自
治

体
を
参
考
に
本
市
で
も
充
実
を
。

部
長
　
災
害
時
の
不
安
を
取

り
除
く
こ
と
は
重
要
。
他
市
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
関
係

部
署
と
共
に
研
究
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
両
親
学
級
・
母
親

学
級
の
拡
充
を
提
案
し
ま
し
た
。

高
木
章
成

（
子
ど
も
の
権
利
）

❶
議
会
費
に
障
が
い
議
員
の

介
助
費
用
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ

と
に
対
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ

る
。
自
治
体
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

準
備
状
況
は
。

部
長
　
２
月
10
日
、
11
日
に

子
ど
も
施
策
と
自
治
体
に
お
け

る
子
ど
も
の
意
見
反
映
を
全
体

テ
ー
マ
と
し
て
開
催
。

❷
条
例
策
定
過
程
へ
の
市
長

の
所
見
は
。

市
長
　
市
民
会
議
や
子
ど
も

会
議
な
ど
市
民
の
活
動
が
あ
り

制
定
さ
れ
た
こ
と
は
子
ど
も
の

権
利
が
周
知
さ
れ
理
解
が
深
ま

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

❸
第
５
条
「
子
ど
も
の
権
利

の
普
及
」
に
つ
い
て
市
長
の
課

題
認
識
は
。

清
水
が
く

（
街
の
仲
間
た
ち
）

❶
東
小
金
井
駅
西
側
高
架
下

駐
輪
場
は
上
下
段
の
２
段
式
だ

が
定
期
、
一
時
利
用
共
に
上
段

が
538
台
だ
が
、
利
用
状
況
は
10

台
未
満
で
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て

い
な
い
。
こ
れ
は
利
用
者
が
使

わ
な
い
の
で
は
な
く
使
い
に
く

い
状
況
。
利
用
率
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
、
例
え
ば
上
段
の
使

用
料
の
無
料
化
や
値
下
げ
を
検

討
し
な
い
か
。
使
え
な
い
状
況

を
改
善
す
る
方
策
を
考
え
る
の

が
全
う
で
は
な
い
か
。

部
長
　
無
料
と
い
う
こ
と
は

難
し
い
。
値
下
げ
に
つ
い
て
は

研
究
す
る
。

❷
東
小
金
井
駅
北
口
の
市
の

駐
輪
場
は
通
勤
時
間
帯
、
朝
の

貴
重
な
時
間
に
入
場
列
が
で
き

て
い
る
。
私
は
、
今
困
っ
て
い

る
皆
さ
ん
へ
の
対
応
策
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
。
入
場
時
に

行
列
が
で
き
な
い
よ
う
に
入
場

時
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
検
討
し
な
い
か
。

部
長
　
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

を
始
め
と
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
が
広
が
っ
て
い
る
状
況

も
踏
ま
え
、
利
便
性
の
向
上
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

市
長
　
本
市
が
子
ど
も
の
権

利
を
重
要
視
し
、
子
ど
も
の
権

利
の
日
を
定
め
た
い
。

❹
条
例
を
作
っ
た
の
は
、
子

ど
も
の
権
利
を
あ
る
べ
き
論
で

並
べ
る
た
め
で
は
な
い
。
各
条

文
に
引
き
つ
け
て
政
策
展
開
は
。

部
長
　
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

と
も
相
談
し
な
が
ら
、
施
策
の

展
開
を
し
た
い
。

❺
条
例
の
空
文
化
が
危
惧
さ

れ
る
。
権
利
行
使
を
制
約
す
る

規
定
は
無
意
味
、
不
要
で
は
。

部
長
　
削
除
す
る
必
要
が
あ

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

❻
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
成
果
と
課
題
は
。
相

談
・
救
済
、
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ

ン
の
取
組
と
成
果
は
。

部
長
　
総
合
的
な
推
進
を
指

し
て
い
る
。

遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
生
涯
に
わ
た
る
体
の
健
康

の
保
持
、
増
進
に
大
き
く
寄
与

す
る
歯
と
口
腔
の
健
康
に
関
し

歯
科
医
療
と
口
腔
ケ
ア
の
更
な

る
充
実
が
必
要
。
ア
口
腔
ケ
ア

が
健
康
維
持
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
現
状
の
判
断
は
。
イ
第

３
期
小
金
井
市
保
健
福
祉
総
合

計
画
（
案
）
に
、
生
涯
健
康
に

歯
と
口
腔
ケ
ア
が
貢
献
し
て
い

る
現
状
の
記
述
を
明
記
す
べ
き
。

ウ
歯
科
口
腔
推
進
条
例
制
定
を
。

部
長
　
ア
歯
科
口
腔
保
健
の

重
要
性
に
つ
い
て
の
周
知
啓
発

に
努
め
る
。
イ
内
部
で
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ウ
条
例

を
制
定
す
る
考
え
は
な
い
。

❷
女
性
消
防
団
員
の
募
集
を
。

ア
現
状
と
課
題
は
。
イ
本
団
付

き
の
広
報
部
門
と
し
て
の
活
動

は
。
ウ
各
団
に
所
属
し
た
活
動

に
移
行
す
る
際
の
課
題
は
。

部
長
　
ア
団
員
の
意
向
を
十

分
に
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。

詰
所
施
設
の
整
備
や
活
動
制

限
・
統
制
等
課
題
解
決
に
努
め

て
い
く
。
イ
本
団
付
き
と
し
て

受
け
入
れ
た
後
の
分
団
へ
の
配

置
替
え
等
継
続
し
た
検
討
が
必

要
。
ウ
分
団
長
会
議
で
協
議
が

な
さ
れ
て
い
る
。

市
長
　
女
性
消
防
団
員
導
入

に
向
け
、
機
運
が
醸
成
さ
れ
て

き
て
い
る
の
で
、
消
防
団
長
と

も
協
議
を
行
い
、
し
っ
か
り
と

検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
保
育
指
針
に
明
記

さ
れ
て
い
る
保
育
参
加
を
一
日

保
育
士
体
験
と
し
て
実
施
し
な

い
か
質
問
し
ま
し
た
。

歯
科
医
療
、口
腔
ケ
ア
が

市
民
の
健
康
を
守
り
ま
す

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
の
対
策
を

米
軍
横
田
基
地
の
調
査
を

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
12
号
線

の
整
備
に
つ
い
て

ぺ
リ
ネ
イ
タ
ル
ロ
ス
へ
の
理
解

と
支
援
を
／
乳
児
と
防
災

介
護
・
高
齢
者
支
援
の
充
実
を

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
と

学
校
教
室
の
断
熱
改
修
を

東
小
金
井
駅
周
辺
の
自
転
車

駐
輪
場
の
今
と
、こ
れ
か
ら

子
ど
も
の
権
利
条
例
の

成
果
・
課
題
に
つ
い
て

通勤時間帯の入場時に行列が発生し
ている東小金井駅北口駐輪場
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建設環境委員会
１月11日 （木） 午前10時
審査案件：３件

議会運営委員会
１月22日 （月） 午前10時
２月15日 （木） 午後２時
審査案件：２件

総務企画委員会
１月23日 （火） 午前10時
審査案件：６件

※�各委員会の審査案件は、二次元コードをス
マートフォン等で読み取ると、
ご覧いただくことができます。

行財政改革推進調査特別委員会
１月26日 （金） 午前10時
審査案件：１件

厚生文教委員会
２月６日 （火） 午前10時
審査案件：７件

庁舎等建設及び公共施設マネジメ
ント推進調査特別委員会
２月14日 （水） 午後１時
審査案件：３件

※�委員会等の映像については、
YouTubeで中継・録画配信して
います。

閉会中の委員会日程及び審査案件

※紙面の都合により、審査案件の掲載は省略しています。

斎
藤
康
夫

（
参
政
党
）

時
間
帯
交
通
規
制
は
、
沿
道

住
民
の
意
向
に
よ
り
警
視
庁
が

指
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
は
け

の
道
沿
道
住
民
か
ら
私
の
元
に

届
い
て
い
る
声
は
、
不
便
で
あ

る
と
い
う
も
の
が
全
て
で
あ
り
、

賛
成
す
る
住
民
は
い
な
い
。
ま

た
、
地
域
に
よ
り
規
制
内
容
が

微
妙
に
異
な
り
、
分
か
り
づ
ら

く
な
っ
て
い
る
。
住
民
の
総
意

を
警
視
庁
に
示
す
方
法
を
一
緒

に
考
え
て
欲
し
い
。
ま
た
、
タ

ク
シ
ー
会
社
に
通
行
許
可
証
の

発
行
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

住
民
の
総
意
が
条
件
で
設
定
さ

れ
た
な
ら
、
住
民
の
総
意
で
撤

廃
、
変
更
も
で
き
る
こ
と
に
な

る
。
ど
の
よ
う
な
手
続
を
す
れ

ば
良
い
の
か
。「
居
住
者
用
車

両
を
除
く
」
と
い
う
規
制
に
変

更
す
る
こ
と
を
含
め
、
市
が
主

導
す
る
交
通
対
策
会
議
の
設
置

を
提
案
す
る
。

課
長
　
ど
の
よ
う
な
書
式
が

あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
手
続

す
る
か
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

■
そ
の
他
、「
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
（
首
都
直
下
地
震

へ
の
備
え
）」
を
質
問
し
ま
し

た
。

�

片
山
か
お
る

�

（
子
ど
も
の
権
利
）

ア
小
金
井
市
内
で
は
、
昨
今
、

報
道
さ
れ
た
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
が

行
わ
れ
て
い
な
い
か
。
イ
市
内

６
棟
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
入
居

者
数
は
。
ウ
上
野
公
園
か
ら
ホ

ー
ム
レ
ス
の
方
を
連
れ
て
き
て

生
活
保
護
申
請
し
て
い
る
の
か
。

エ
入
居
の
一
時
扶
助
は
な
く
、

本
人
は
借
金
を
し
て
入
居
し
て

い
る
の
か
。
オ
担
当
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
は
。
カ
通
帳
、
カ
ー
ド
、

身
分
証
な
ど
が
管
理
さ
れ
自
立

が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
市
は
指

導
し
な
い
の
か
。
キ
保
護
費
を

１
日
500
円
し
か
渡
さ
な
い
、
乾

麺
を
大
量
購
入
さ
せ
る
こ
と
の

把
握
は
。
ク
他
自
治
体
の
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
が
閉
鎖
に
な
っ
た
際

に
市
内
の
同
系
列
に
入
居
さ
せ

�

森
戸
よ
う
子

�

（
日
本
共
産
党
）

❶
栗
山
公
園
運
動
セ
ン
タ
ー

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
や
女
子

更
衣
室
の
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
、

壁
掛
け
式
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
修
繕

を
求
め
る
。

部
長
　
器
具
は
修
繕
し
た
。

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
、
ド
ラ
イ
ヤ

ー
は
改
善
し
た
い
。

❷
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
、
ア
小
中
学
校
の

生
ご
み
処
理
機
に
つ
い
て
処
理

方
式
を
見
直
す
方
針
だ
が
、
市

民
の
生
ご
み
投
入
や
障
が
い
者

の
就
労
に
影
響
が
で
な
い
よ
う

に
し
な
い
か
。
イ
市
役
所
内
で

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
用
し
な
い

方
針
を
徹
底
し
な
い
か
。

部
長
　
ア
今
後
も
関
係
部
署

と
情
報
共
有
の
上
対
応
を
検
討

�

安
田
け
い
こ

�

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

❶
女
性
が
個
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
る
社
会
の
た
め
に
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
視
点
で
政
策
を

問
う
。
ア
女
性
の
意
思
決
定
を

尊
重
し
、
福
祉
に
つ
な
げ
る
困

難
女
性
支
援
法
が
来
年
４
月
に

施
行
さ
れ
る
。
基
本
計
画
の
策

定
は
。
イ
民
間
の
女
性
支
援
団

体
と
の
連
携
は
。
ウ
毎
年
11
月

に
行
わ
れ
る
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動
の
周
知
啓
発

は
。エ
売
春
や
薬
物
乱
用
、貧
困

な
ど
若
年
女
性
支
援
の
取
組
は
。

オ
本
市
の
管
理
職
と
審
議
会
等

の
女
性
比
率
向
上
の
取
組
は
。

部
長
　
ア
市
の
計
画
策
定
は

努
力
義
務
だ
が
検
討
し
た
い
。

イ
今
後
研
究
す
る
。
ウ
令
和
３

年
か
ら
毎
年
庁
舎
玄
関
で
パ
ネ

す
る
。
イ
関
係
課
と
と
も
に
適

切
に
対
応
し
た
い
。

❸
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

11
号
線
に
つ
い
て
、
現
在
の
交

通
量
は
東
京
都
の
当
初
の
予
測

よ
り
既
に
減
少
し
て
お
り
、
根

拠
が
崩
れ
て
い
る
。
ま
た
、
該

当
区
域
に
は
絶
滅
の
恐
れ
が
あ

る
動
植
物
が
生
息
し
て
お
り
、

絶
滅
の
恐
れ
が
あ
る
野
生
動
植

物
を
保
存
す
る
法
律
に
基
づ
き

対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
市

長
は
中
止
の
申
入
れ
を
表
明
し

て
い
る
が
、
い
つ
申
し
入
れ
る

の
か
。

部
長
　
交
通
量
は
必
要
に
応

じ
て
検
討
す
る
。
絶
滅
危
惧
種

は
当
該
法
令
の
道
路
整
備
に
関

す
る
規
定
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

市
長
　
現
段
階
で
は
明
確
に

申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

た
の
か
。
ケ
居
住
支
援
協
議
会

と
連
携
し
て
支
援
を
。 

課
長
　
ア
詳
細
は
把
握
し
て

な
い
。
イ
217
人
。 

部
長
　
ウ
そ
の
と
お
り
と
認

識
。
エ
一
時
扶
助
と
し
て
市
か

ら
支
給
は
な
い
。
オ
２
人
で
１

人
約
110
世
帯
を
担
当
。
最
低
年

２
回
訪
問
。
カ
国
の
規
制
が
あ

れ
ば
市
が
指
導
で
き
る
。
キ
把

握
し
て
な
い
。
ク
13
人
が
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
に
入
居
。
ケ
居
住
支

援
窓
口
で
の
支
援
は
有
効
。
所

管
部
局
と
連
携
し
て
対
応
す
る
。

■
そ
の
他
、「
市
が
提
示
す
る

「
多
様
な
学
び
」
と
は
何
か
。

本
来
の
不
登
校
対
策
と
は
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
質
問
し
、
学
校

を
ど
う
変
え
て
い
く
か
、
不
登

校
当
事
者
の
声
を
反
映
し
て
ほ

し
い
と
求
め
ま
し
た
。

ル
展
示
ほ
か
市
報
や
Ｘ
等
で
周

知
し
て
い
る
。
エ
関
係
各
部
署

と
連
携
し
支
援
し
た
い
。
オ
管

理
職
の
女
性
割
合
は
17
・
９
％

と
低
く
課
題
で
あ
る
。
女
性
職

員
キ
ャ
リ
ア
相
談
窓
口
の
試
行

実
施
、
職
場
環
境
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
附
属
機
関
等

の
委
員
構
成
は
女
性
登
用
率
50

％
を
目
標
に
全
庁
及
び
各
団
体

に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

❷
来
年
度
介
護
保
険
制
度
が

改
正
さ
れ
る
。
在
宅
介
護
を
支

え
る
訪
問
介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
人

材
不
足
は
深
刻
。
報
酬
が
少
な

く
事
業
者
が
撤
退
す
る
事
態
は

制
度
の
問
題
。
市
の
認
識
は
。

部
長
　
訪
問
介
護
員
の
確
保

が
事
業
所
の
存
続
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
。
来
年
度
介
護
報
酬

改
定
を
注
視
し
て
い
く
。

�

岸
田
正
義

�

（
み
ら
い
）

初
当
選
以
来
そ
の
実
現
の
為

に
質
疑
を
重
ね
、
10
年
か
け
小

学
校
全
校
で
の
放
課
後
子
ど
も

教
室
の
平
日
全
日
開
催
や
全
小

中
学
校
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
実
施
を
実
現
し
た
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
次
の
一
手
を
提

案
す
る
。
ア
音
楽
室
は
ス
タ
ジ

オ
、
家
庭
科
室
は
キ
ッ
チ
ン
、

美
術
室
は
ア
ト
リ
エ
と
学
校
を

地
域
で
シ
ェ
ア
し
地
域
住
民
が

集
い
出
会
う
シ
ェ
ア
ス
ク
ー
ル

の
考
え
方
が
必
要
。
イ
ス
ポ
ー

ツ
庁
が
求
め
る
と
お
り
除
外
規

定
を
改
善
し
、
部
活
動
地
域
移

行
の
担
い
手
で
あ
る
民
間
事
業

者
・
団
体
に
学
校
設
備
を
積
極

的
に
貸
し
出
す
べ
き
。
ウ
人
生

の
糧
と
な
る
人
や
物
と
出
会
う

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
し
て
中
学

校
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
実
施

す
べ
き
。
エ
学
校
地
域
協
働
活

動
と
連
携
し
て
地
域
人
財
を
結

び
地
域
の
力
を
結
集
す
る
役
割

を
公
民
館
に
位
置
付
け
る
べ
き
。

教
育
長
　
ア
子
ど
も
た
ち
が

地
域
の
皆
様
と
参
加
、
実
践
で

き
る
シ
ェ
ア
ス
ク
ー
ル
に
つ
い

て
着
実
に
一
歩
ず
つ
進
め
て
い

く
為
の
議
論
を
継
続
し
て
い
く
。

部
長
　
イ
現
時
点
で
明
確
な

方
針
は
な
く
、
引
き
続
き
検
討

し
た
い
。
ウ
事
業
化
に
向
け
た

準
備
を
一
歩
ず
つ
進
め
、
組
織

的
な
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

教
育
長
　
エ
こ
れ
か
ら
の
教

育
の
在
り
方
を
広
め
る
た
め
、

学
校
と
公
民
館
が
二
人
三
脚
で

協
働
し
発
信
し
て
い
く
こ
と
が

新
た
な
公
民
館
の
役
割
で
あ
る
。

�

河
野
麻
美

�

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
再
犯
者
数
は
上
昇
傾
向
に

あ
り
、
本
市
で
も
再
犯
防
止
計

画
の
策
定
を
求
め
る
。
再
犯
防

止
の
た
め
に
は
関
係
各
所
と
連

携
し
長
期
の
寄
添
い
型
の
支
援

が
重
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

部
長
　
地
域
福
祉
計
画
に
包

含
し
策
定
予
定
。
福
祉
総
合
相

談
窓
口
を
活
用
し
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
。

❷
ア
市
民
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
粗
大
ご
み
回
収
の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
・
Ｗ
ｅ
ｂ
予
約
を
開
始
し

な
い
か
。
イ
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

よ
り
電
話
対
応
職
員
を
他
業
務

に
充
て
る
等
事
務
の
効
率
化
も

期
待
で
き
る
が
、
市
の
見
解
は
。

部
長
　
ア
先
行
市
を
参
考
に

最
適
な
手
法
を
検
討
す
る
。
イ

�

渡
辺
大
三

�

（
子
ど
も
の
権
利
）

❶
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
を
期

日
前
投
票
所
と
し
て
運
行
で
き

れ
ば
、
よ
り
き
め
細
か
に
色
々

な
所
で
期
日
前
投
票
が
可
能
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

来
年
度
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
で
、

オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
「
自
宅
前
投

票
シ
ス
テ
ム
」
が
全
国
で
初
め

て
行
わ
れ
る
。
本
市
で
の
実
現

に
向
け
て
研
究
を
。

事
務
局
長
　
投
票
率
向
上
を

目
指
す
一
環
と
し
て
、
情
報
収

集
、
調
査
研
究
を
行
い
た
い
。

❷
公
共
施
設
整
備
基
金
が
多

摩
26
市
で
市
民
一
人
当
た
り
換

算
し
た
残
高
が
一
番
少
な
い
と

い
う
惨
状
を
呈
し
て
い
る
。
庁

舎
建
設
と
の
兼
ね
合
い
で
は
、

財
政
調
整
基
金
の
残
高
に
専
ら

依
拠
し
て
「
財
政
的
に
十
分
成

り
立
つ
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、

他
市
で
は
計
画
的
に
積
み
上
げ

ら
れ
て
い
る
公
共
施
設
整
備
基

金
に
ほ
と
ん
ど
積
ま
な
い
で
、

財
政
調
整
基
金
に
積
め
ば
、
財

政
調
整
基
金
の
残
高
は
「
水
増

し
」
さ
れ
膨
ら
ん
で
見
え
る
。

財
政
に
詳
し
く
な
い
人
は
コ
ロ

ッ
と
だ
ま
さ
れ
て
し
ま
う
。
約

20
億
円
程
度
、
財
政
調
整
基
金

か
ら
公
共
施
設
整
備
基
金
に
移

し
替
え
る
措
置
を
考
え
な
い
か
。

環
境
基
金
も
充
実
が
必
要
だ
。

部
長
　
財
政
調
整
基
金
を
減

額
し
、
特
定
目
的
基
金
に
積
み

立
て
る
こ
と
は
慎
重
な
検
討
が

必
要
と
考
え
る
。

■
そ
の
他
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ

西
側
道
路
の
交
通
安
全
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

課
全
体
の
業
務
量
を
勘
案
し
、

体
制
整
備
含
め
検
討
す
る
。

❸
子
育
て
に
係
る
経
済
的
負

担
の
大
き
さ
が
少
子
化
の
一
因

で
あ
り
出
産
・
子
育
て
費
用
の

公
的
支
援
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。

ア
政
府
は
低
所
得
世
帯
の
女
性

が
産
婦
人
科
で
妊
娠
確
認
時
の

初
回
受
診
料
の
補
助
（
上
限
１

万
円
）
を
決
定
し
た
。
本
市
で

の
開
始
時
期
は
。
イ
厚
労
省
の

産
後
ケ
ア
事
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
、
内
容
や
安
全
面
等
で
施

設
毎
に
違
い
が
生
じ
な
い
よ
う

自
治
体
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

を
求
め
て
い
る
。
横
浜
市
で
安

全
基
準
を
定
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
な
く
乳
児
が
亡
く
な
る
事
故

が
あ
っ
た
。
本
市
の
現
状
は
。

部
長
　
ア
検
討
す
る
。
イ
委

託
先
も
踏
ま
え
研
究
す
る
。 時間帯交通規制の標識

栗
山
公
園
健
康
運
動
セ
ン
タ
ー

器
具
等
の
修
繕
に
つ
い
て

貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら

生
活
保
護
利
用
者
を
守
れ

学
校
を
核
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
問
う

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
／
介
護
サ
ー

ビ
ス
は
充
足
し
て
い
る
か

「
移
動
投
票
所
バ
ス
」

「
自
宅
前
投
票
」の
導
入
を

再
犯
防
止
計
画
／
粗
大
ご
み

回
収
／
産
前
産
後
支
援

は
け
の
道
の
時
間
帯
交
通
規
制

を
再
考
す
べ
き
で
あ
る
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小金井市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます

この議会報は再生紙を使用しています。※ごみ減量と資源の再利用にご協力ください。
この印刷物は、植物性インキ（石油系剤を利用するかわりに植物油を溶剤としたインキ）を使用しています。

　小金井市議会は、令和６年１月２６日（金）に東小金井駅開設記念
会館（マロンホール）、２７日（土）に市役所本庁舎で議会報告会を開

議会報告会を開催しました

委員会の視察先とテーマ
庁舎等建設及び公共施設マネジメント推進調査特別委員会
１月１７日、 １８日（右写真）△

滋賀県守山市

全員協議会を開催しました
【12月19日】

▼　小金井都市計画用途地域の変更

▼　小金井都市計画高度地区の変更

▼�　小金井都市計画防火地域及び準
防火地域の変更

広報協議会を開催しました
【12月19日】

▼１�各部会の状況報告について

▼２�議会改革の調査事項について

　視覚に障がいのある方を対象に、ＣＤ及びデイジーＣＤに市議会だより
の内容を音声で収録した「声の議会だより」をお届けしています。
　ご家族やお知り合いで視覚に障がいのある方がいましたら、ご利用をお
勧めください。ご希望の方は、電話で議会事務局へお申し込みください。
　なお、収録はボランティアグループの「小金井市対面朗読の会」のご協
力をいただいています。
【対　象】�原則として障害者手帳１～６級の視覚障がいのある方（対象者

以外でも、図書館本館でご利用いただけます）
【申　込】議会事務局（市役所本庁舎４階）
　　　　☎ 042－387－9947

　令和６年１月１６日（火）に議員研修会を市役所本庁舎で開催しま
した。
　令和５年度は、大石学さん（東京学芸大学名誉教授）を講師に
お招きしました。当日は市民の方にもご参加いただいたほか、
YouTubeで中継を行いました。
　なお、当日の資料は市ホームページに掲載し、ご講演の録画は

議員研修会を開催しました

講演の資料 講演の録画

東小金井駅開設記念会館
（マロンホール）

市役所本庁舎

催しました。
　市役所本庁舎での開催については、YouTubeで
録画配信しており、右記の二次元コードからご覧い
ただけます。
　詳細は次号に掲載します。

視覚に障がいのある方へ「声の議会だより」をご利用ください

　庁舎の市民利用及びエネルギー
マネジメントシステムについて

▽岡山県倉敷市
　ファシリティマネジメントの取
組（実践から取り組むFM～くら
しき流）について

行財政改革推進調査特別委員会
１月１７日、 １８日（下写真）

▽和歌山県和歌山市
　和歌山市スマートシティ推進プラットフォームについて
　ウォーカブルシティの実現に向けた取組について

▽大阪府大阪市
　大阪市DX戦略「Re-Designおおさか」の取組について

厚生文教委員会
１月２３日、 ２４日

▽大阪府泉大津市
　部活動の地域移行について

▽三重県名張市
　子どもの権利委員会の活動
について

総務企画委員会
１月３１日、 ２月１日

▽岐阜県各務原市
　おくやみコーナー（死亡に伴う各種手続きのご案内）について
　かかみがはら寺子屋事業について

▽愛知県豊川市
　公契約条例について
　町内会電子回覧板「結ネット」導入の実証実験について

※過去の行政視察報告書は、議会図書室（本庁舎４階）または情報
公開コーナー（第二庁舎６階）で閲覧できます。また、行政視察報
告書を市ホームページで公開しています。

～「武蔵野新田開発について」を研修～

YouTube配信していま
す。下記の二次元コードか
らご覧いただけます。

　２0１8年（平成30年）に施行された「障害のある人もない人も共に学び共に
生きる社会を目指す小金井市条例」を踏まえ、２0２２年（令和４年）１１月以降、
重度の脳性麻痺で身体及び発声に障がいのある高木章成議員の介助や議員活
動のサポートについて、議会の中で様々な話し合いを続け、本人の要望を聞
きながら、少しずつ改善してきました。
◦議会での発言は、同会派の議員が代読または復唱する。
◦一般質問は、通常は１人１時間以内のところ１時間半以内に延長する。
◦議場や委員会室の椅子を座りやすいものにする。
◦トイレには温水洗浄便座や手すりをつける。
◦会派控室に呼び出しボタンを設置し、議会事務局と連絡が取れるようにす
る。
などが一例です。
　しかし、書類めくりや書類整理、食事介助など、介助者の手助けが必要な
場面も多くあるため、参議院等の事例を基に、介助者費用を議会費として予
算措置するための検討を続けました。結果的に、当事者と意思疎通できる介
助者を介護事業所に契約して派遣してもらうことになりました。

　２0２3年（令和５年）第３回定例会において、「議会活動支援介助委託料」と
いう名目で議会費として補正予算に計上され、介助者費用の予算化が実現し
ました。発声に障がいのある高木議員の意図をくみ取り、議会用語にも慣れ
ている介助者が必要ということで、
対応できる介助者を、議員本人のコ
ーディネートで議会に派遣してもら
う、といった形です。議会で申し合
わせを作成し、２0２3年（令和５年）
第４回定例会から議会費で措置さ
れ、介護事業所と契約しています。
　地方議会で障がいのある議員に対
する介助費用を議会費で措置するこ
とは、画期的で例がないと聞いてい
ます。議会での合理的配慮を進めて、重度の障がいがあっても、他の議員と
同様に議会活動ができることを示していけば、社会全体の合理的配慮や障が
い者の社会参加がもっと進むかもしれません。

障がい者も議員として活動しやすい議会へ 〜合理的配慮に基づく予算措置が前進〜

介助者が高木議員を介助している様子
（12月19日撮影）
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次の定例会は令和6年2月20日（火）開会予定です。

　小金井市議会は、議会改革の一環として、大規模災害等が発生した場合においても、議会の機能維持を図るため、議会・
議員等の組織体制及び行動基準等を定めた「小金井市議会BCP（業務継続計画）」を昨年３月に策定しています。

議場での身の安全確保と議会事務局による避難経路確認の後、全議員は駐車場へ避難

①本会議中に震度６弱の地震発災！議長は「会議の中止」を宣言
②今回の訓練の特徴１「シェイクアウト訓練」　今回は約30秒で設定
　大きな揺れを感じたら、その場で「頭を守り身を低くして」（自身の安全
確保）揺れの収まりを待ちます。
③議会事務局により避難経路の確認ができた後、全議員避難行動へ

◦�事務局による避難経路確認指示及び確認終了連絡は、どちらもはっきりと声が出ていて良かった。
◦�シェイクアウト訓練と避難する際は、頭部と併せて首の後部も守りながら避難した方が良い。
◦�有志隊は、「１、２、１、２」と声を掛け合いながら避難搬送行動を行ったことは良かった。
◦概ね「初回の訓練としては良かった。」と評価していただいた。
◦避難経路廊下のロッカーの転倒防止対策や、議場の蛍光灯照明器具や窓ガラスの破損（飛散防止）
対策がされていない等、今後の訓練に対する課題の指摘もあった。

１　目的
　2011年３月に発生した東日本大震災は定例会の開催中に発生し、市議会
は、「小金井市議会災害時対応マニュアル」に基づき議会活動を継続しまし
た。その後、2020年１月からの新型コロナウイルス感染症の感染拡大・パ
ンデミックにより、国・東京都による緊急事態宣言や蔓延防止等重点措置
等が発令される事態となり、感染防止対策など市議会活動へも大きな影響
をもたらしました。
　近年、毎年のように各地で大規模災害が発生していることや首都直下型
地震が発生する可能性が指摘されていることを踏まえ、小金井市議会とし
て、二元代表制の趣旨に則り、議決機関・住民代表機関としての役割を果
たし、議会の機能維持を図ることを目的とし、そのために必要な組織体制
や行動基準などを定めた「小金井市議会BCP（業務継続計画）」を策定す
るものであります。

２　災害時の議会及び議員の行動指針
　⑴�　議会は議決機関として、予算、決算、条例、重要な契約などの審議に

おいて、執行機関の事務執行状況をチェックし、また、市の重要な政策
形成過程において住民の代表者として地域性や住民ニーズを反映するな
ど、極めて重要な役割を担っています。議会は、地域で大規模な災害が
発生した非常事態においても、議会活動を機能停止することなく、適正
で公正な議会運営により、この議会機能を保持する必要性があります。
そのためには、様々な事態を想定することにより、議会としての災害対
応体制を整えなければなりません。また、災害時の初期対応、復旧・復
興時においても、住民の代表機関として大きな責務と役割を担う必要が
あります。�

　⑵�　合議体として基本的な機能を維持するために議員は、その構成員とし
ての役割を担うことが基本となります。一方で、議員は災害発生時に

　そのなかで、議会の防災訓練について、災害に対する危機意識を高める観点
から、議員と事務局職員を対象として毎年度１回は実施することを規定して
おり、議会運営委員会において協議を重ねた結果、小金井市議会BCP（業務継
続計画）策定後初の市議会防災訓練として、本会議場からの避難訓練を実施し
ました。

災害種別 発動基準

地震 市内で震度５弱以上の地震が発生した場合

風水害

１�暴風、暴風雪、大雨、大雪、洪水警報又は特別警報が発表され、
あるいは局地的集中豪雨により、内水氾濫等甚大な被害をもたら
す災害が発生し、又は発生するおそれがある場合
２�主要河川について、氾濫注意水位を超え、更に上昇のおそれが
ある場合

感染症
新型インフルエンザや新型コロナウイルスなどの感染症の感染拡
大が市民生活に多大な影響を与える場合、�又はそのおそれがある
場合

その他

１�上記自然災害のほか、武力攻撃災害及び大規模テロ等又は、大
規模火災や大規模な事故など、大きな被害が発生した場合、又は
そのおそれがある場合
２�その他議長が必要と認めた場合

は、地域の一員として被災した市民の救援・救護などの初期対応や被害
の復旧・復興のための対応に、非常事態に即応したそれぞれの役割を求
められます。議員は、議決機関としての議会機能を維持し根幹的な役割
を十分に認識すると同時に、地域でのそれぞれの役割に応じて地域の救
援・救助活動・情報収集活動などに努めるものとします。

３　想定する災害
　小金井市地域防災計画に基づく市災害対策本部、小金井市国民保護計画
に基づく市国民保護対策本部が設置される災害基準を概ね準用しています。

④今回の訓練の特徴２「障がいのある人の布担架搬送」
※高木章成議員の搬送は男性議員４人が有志隊を結成し、訓練前に小金井消
防署より訓練指導を受け、訓練当日には布担架による搬送を実施しました（訓
練には高木議員本人も参加し搬送方法を確認）。
⑤高木議員を布担架で４階から１階まで搬送し、１階で車椅子へ乗せ換え集
合場所へ到着（全議員避難に要した実時間は、６分45秒）。
⑥全議員の避難を確認した後、議長による総評と小金井消防署より講評の
後、終了。

原稿は議員が作成しています

災害時においても議会機能を止めないために、小金井市議会BCP（業務継続計画）を策定

小金井市議会BCP（業務継続計画）に基づき、市議会「初」の震災避難訓練を実施
実施日：令和５年１２月１日午前１０時より

議長による総評

訓練内容

◦一段一段、声を掛け合いながら気をつけて搬送を！
◦訓練を実施してみると様々な課題が明確になり、今
後の参考となった。
◦足元が見えず声かけ連携が重要！
◦搬送時はバランスが取りづらく、状況を伝え合うこ
とが大事。４階から１階は遠く感じた。

搬送を担当した４人の感想

小金井消防署による講評内容
小金井消防署による講評

搬送状況
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